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１．はじめに  

 国や全国の地方公共団体等では、過去に建設された公共施設等が、今後大量に

大規模改修や建替の時期を迎えることが懸念されている。これを受けて、平成２

５年１０月、政府では、関係府省庁が連携し、必要な施策を検討するために「イ

ンフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議」が設置され、同年１１月に

は、戦略的な維持管理・更新等の方向性を示す基本的な計画として、「インフラ

長寿命化基本計画（以下「基本計画」という。）」がとりまとめられた。 

 介護老人福祉施設等を管理する府中市においても、基本計画に基づき、インフ

ラの維持管理・更新等を着実に推進するための中長期的な取組の方向性を明らか

にするため、平成２８年に府中市公共施設等総合管理計画（以下「行動計画」と

いう。）を策定した。 

 一方、基本計画では、行動計画のほか、具体的な対応方針を定めた個別施設毎

の長寿命化計画（以下「個別施設計画」という。）を策定することも求められて

いるところである。 

 このため、今般、府中市としては、介護老人福祉施設等の老朽化状況、維持管

理・更新当の具体的な方針やコスト管理をとりまとめた「介護老人福祉施設等に

おけるインフラ長寿命化計画（個別施設計画）」を策定することとした。これに

より、介護老人福祉施設について、住民の安全・安心の確保、中長期的な維持管

理・更新等に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を進めていく。 

 

２．背景・目的等  

（１）背景 

 特別養護老人ホーム（デイサービスセンター）ほのぼの苑は、介護保険法に基

づき、高齢者福祉の向上を図るため、平成１１年に設立したところであるが、築

年数は２０年を超え、外壁の劣化等の老朽化が進んでいる。 

 また、府中市高齢者共同生活支援施設 若岳荘は、高齢者に対して共同居住施

設を提供し、社会的孤立感の解消を図るため、平成１５年に旧清岳小学校を改修

整備して設立したところであるが、改修から１５年以上経過し、屋根や機械設備

等の老朽化が進んでいる。 

 これまでも修繕・改修等を行ってきたところであるが、施設に不具合があった

際に対策を講じる事後的な対応となってしまっているため、不具合を未然に防止

することが必要となってきている。 
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第 ３ 期  第 ４ 期  

（２）目的 

 「府中市におけるインフラ長寿命化計画」（以下「本計画」という。）は、（１）

背景を踏まえ、施設の現状を把握した上、必要な点検箇所や修繕計画を明確にす

ることで、施設の長寿命化を図るとともに、中長期的な維持管理・更新等に係る

トータルコストの縮減や予算の平準化を実現することにより、将来的にも安全・

安心な施設環境を確保する。 

 

（３）計画期間 

 総合管理計画の最終年度に合わせ、令和３７（2055）年度までとし、その他の

計画や事業との整合を図るともに、財政状況や制度改正等、計画の前提条件に変

更が生じた場合には、必要に応じ見直しを行います。 

 

年度 ２～１２ １３～２２ ２３～３２ ３３～３７ 

個
別
施
設
計
画 

策定    

 

３．施設の現状  

（１）基本情報 

No. 施設名 築

年 

構造 建 物 延

床（㎡） 

備考 

１ 特別養護老人ホーム 

（デイサービスセンター）ほ

のぼの苑 

H11 鉄骨造 2194.76  

２ 府中市高齢者共同生活支援

施設 若岳荘 

S59 鉄 骨 コ ン ク

リート 

938.96 H15 改修整

備 

 

（２）運営状況等 

施設の運営状況は以下のとおり 

 

特別養護老人ホーム（デイサービスセンター）ほのぼの苑 

利施設利用対象者 高齢者 防耐震性 有そ避難所指 無

第 １ 期  第 ２ 期  

１ ０ 年 ご と に 見 直 し  
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定 

利用者数 35 人/月 防火性 有 防 災 拠 点

指定 

無

運
営
状
況 

運営方法 指定管理 バ
リ
ア
フ
リ
ー 

エレベーター 無  

委託先 社 会 福 祉
法 人 翁 仁
会 

多目的トイレ 無

  車 い す 専 用 駐

車場 

無

  スロープ 有

 

府中市高齢者共同生活支援施設 若岳荘 

利
用
状
況 

施設利用対象者 高齢者 防
災
対
策 

耐震性 有そ
の
他
特
記
事
項 

避 難所指

定 

無

利用者数 1 人/月 防火性 有 防 災 拠 点

指定 

無

運
営
状
況 

運営方法 直営 バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
一
部

エレベーター 有  

委託先 － 多目的トイレ 有

  車 い す 専 用 駐

車場 

無

  スロープ 有

 

（３）老朽化状況と過去の点検、修繕作業等の履歴 

施設の劣化状況の進行に応じて、下記のように評価基準を設定し、対象とな

る建物全般について屋上や外壁、建物内への立ち入りによる目視等による簡易

劣化調査を実施した結果、▼３．対象施設、施設の状況のような結果となりま

した。 

 

目視による評価基準【屋根・屋上、外壁】 

評価 基  準 配 点 

Ａ 概ね良好 100 点 

Ｂ 局所、部分的に劣化が見られるが、安全上、機能上、問題な 75 点 
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し 

Ｃ 随所、広範囲に劣化が見られ、安全上、機能上、低下の兆し

が見られる 

40 点 

Ｄ 随所、広範囲に著しい劣化が見られ、安全上、機能上、問題

があり、早急に対応する必要がある 

10 点 

 

経過年数による評価基準【内部仕上、電気設備、機械設備】 

評価 基  準 配 点 

Ａ 概ね良好 100 点 

Ｂ 局所、部分的に劣化が見られるが、安全上、機能上、問題な

し 

75 点 

Ｃ 随所、広範囲に劣化が見られ、安全上、機能上、低下の兆し

が見られる 

40 点 

Ｄ 随所、広範囲に著しい劣化が見られ、安全上、機能上、問題

があり、早急に対応する必要がある 

10 点 

 

 介護老人福祉施設の老朽化状況を把握する上で点検・診断すべき部位及び老朽

化の度合いを判断する評価指標は以下のとおり。 

  

No. 施設名 
屋根 

屋上 
外壁 

内部 

仕上 

電気 

設備 

機械 

設備 
健全度 

１ 特 別 養 護 老 人 ホ ー

ム（デイサービスセ

ンター）ほのぼの苑 

Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 92 

２ 府 中 市 高 齢 者 共 同

生 活 支 援 施 設  若

岳荘 

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 82 

 

 介護老人福祉施設において過去に実施した主な修繕工事等は以下のとおり。 

 

特別養護老人ホーム（デイサービスセンター）ほのぼの苑 

着工年度 

（西暦） 

工事名 修繕等の内容 工事費用

（円） 

備考 
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2014 給 湯 設 備 入 替 工

事 

給湯設備の入

れ替え 

16,200,000  

2015 空 調 設 備 入 替 工

事 

空調設備の入

れ替え 

34,236,000  

2017 浄化槽修繕工事 浄化槽の蓋の

修繕 

1,512,000  

2020 特殊浴槽入替 ｽ ﾄ ﾚ ｯ ﾁ ｬ ｰ浴 の

更新 

5,830,000  

 

府中市高齢者共同生活支援施設 若岳荘 

着工年度 

（西暦） 

工事名 修繕等の内容 工事費用

（円） 

備考 

2012 事 務 室 エ ア コ ン

修理 

ドレン検査 2,000  

2012 エ レ ベ ー タ ー 部

品取替 

ＵＰＳ本体取

替 

393,750 

 

 

2013 事 務 室 エ ア コ ン

修理 

電源回路検査 6,000  

2013 追炊循環器修理 CO 検知ユニッ

ト取替 

30,450  

2014 網戸取付工事 2，3 階廊下網

戸取付 

41,040  

2016 

 

食 堂 ガ ス 配 管 及

び 湯 沸 器 設 置 工

事 

食堂ガス配管

及び湯沸器設

置 

140,400  

2016 

 

浴 室 ボ イ ラ ー 修

理 

浴室ボイラー

修理 

378,000  

2017 

 

エ レ ベ ー タ ー 部

品取替 

停電時自動着

床装置用バッ

テリー・ファ

ン取替 

101,088  

2017 エ レ ベ ー タ ー 部

品取替 

ブレーキ用・

駆動用マグネ

28,080  
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ットスイッチ

取替 

2018 浴 室 ボ イ ラ ー 修

理 

作動不良修理 10,000  

2019 エ レ ベ ー タ ー 部

品取替 

インバーター

取替 

864,000  

2019 エ レ ベ ー タ ー 部

品取替 

エンコーダー

取替 

330,000  

2019 ガ ス 給 湯 器 取 替

工事 

給湯器取替 330,000  

 

（４）現状を踏まえた課題 

 老朽化が進行しており、計画的な施設の長寿命化を図る必要があります。 

 施設整備にあたっては、施設の老朽化と利用者の高齢化、人口構成の変化によ

る利用者ニーズの変化を踏まえ、適正な施設配置を実現し、更新費用を抑制しな

ければなりません。 

 

４．長寿命化計画の基本的な方針  

（１）修繕等の基本的な方針 

 介護老人福祉施設等においては老朽化が進んでいるが、限られた予算の中で今

後も引き続き維持・管理等をしていく必要がある。そのため、以下のような場合

を除き、施設全体を作り替える更新等よりも工事費が安価となる修繕工事を基本

として、施設の長寿命化を図ることとする。 

 ・構造躯体の劣化が激しく、修繕・改修に多額の費用がかかるため、改築した

方が経済的に望ましい場合 

 ・建物の配置に問題があり、施設の安全性が十分に確保できないなど、更新等

によらなければ介護老人福祉施設等が抱える課題を解決できない場合 

 ・公共施設の適正配置など、地域の実情により更新せざるを得ない場合 

 また、修繕等についても大規模な不具合が生じた後に修繕等を行うのではなく、

損傷が軽微である早期段階から予防的な修繕等を実施することにより、突発的な

事故や費用発生を減少させるとともに、施設の不具合による被害のリスクを緩和

する。 

 

（２）修繕等の優先順位付け 
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 原則、施設の劣化度調査の結果、点数が低い施設を優先する。劣化度調査を実

施できていない場合、その施設の利用人数など施設の状況に応じて優先順位を決

定する。 

 

５．実施計画 

当該施設については、上下地域の高齢者福祉の確保において重要な役割を持つ

ことから、今後も市が管理を行うことを原則とするが、上下地域の実態や介護サ

ービスの受給者の変化を踏まえ、必要なサービスが確保されることを前提に、施

設の整理や譲渡も含めた検討を行うこととする。 

 

（１）点検・診断の実施計画 

 介護老人福祉施設等を長期的に活用するため、適切な点検・診断を実施し、建

物の劣化・損傷の把握に努める。点検・診断の結果を踏まえ、「公共施設の日常

点検マニュアル」に記載している評価指標を用いて、老朽化状況の情報を更新す

る。 

 点検・診断の方法については、建築基準法第１２条による法定点検のほか、職

員による通常点検（目視点検等）及び専門業者による詳細点検等により行うこと

とする。 

 

（２）修繕等の実施計画 

 「３．（３）老朽化状況と点検、修繕作業等の履歴」でまとめた施設の状態や

「４．（３）修繕等の優先順位付け」を総合的に勘案し、「２．（３）計画期間」

において実施する介護老人福祉施設等の修繕、改修、更新等の事業予定一覧は以

下のとおり。 

（千円） 

 R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 

ほのぼの

苑 

          

若岳荘 

          

※上記の対策費用は実際に積算したもののほか、公共施設等管理システムにより

試算している費用であり、この計画により予算が確定されるものではありませ

ん。 

大 規 模 改 修  

438,952 

大 規 模 改 修  

187,792 
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（３）実施計画の運用方針 

 本計画は「２．（３）計画期間」に記載のとおり、財政状況や制度改正等、計

画の前提条件に変更が生じた場合には、必要に応じ見直しを行うほか、「３.施設

の現状」については毎年最新の情報に更新し、新たな課題等が生じた場合には、

必要に応じてそれらを解決するための対応方針を実施計画に反映する。 


